
◆
昨
年
も
書
き
ま
し
た
が
復
習
で
す
。

機
会
が
あ
っ
た
ら
若
い
人
た
ち
や
孫
達

に
教
え
て
下
さ
い
。

◆
私
た
ち
が
暮
ら
す
泉
区
長
命
ヶ
丘
は
、

開
発
名｢

長
命
ヶ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン｣

と
し
て
大
和
ハ
ウ
ス
工
業
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
ま
し
た
。
造
成
は19

7
5

（
昭

和50

）
年
に
始
ま
り1980

（
昭
和55

）

年
に
終
了
し
て
い
ま
す
。
開
発
面
積
は

1
4
4
h
a

で
、
計
画
戸
数2

,
6
3
0

戸
、

計
画
人
口10,400

人
で
す
。

◆1977

（
昭
和52

）
年
に
は
、
入
居

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
入
居
開
始
か
ら

44

年
経
っ
た2021

（
令
和3

）
年4

月

現
在
は
、3
,
4
8
5

世
帯7

，5
9
7

人

（
四
丁
目
だ
け
で
は725

世
帯1

，62

5

人
）
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

◆
こ
の
頃
の
出
来
事
と
し
て
は
、
カ
ラ

オ
ケ
や
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
が
ブ
ー
ム
と
な

り
、
テ
レ
ビ
放
送
は
白
黒
テ
レ
ビ
放
送

が
廃
止
さ
れ
カ
ラ
ー
放
送
に
移
行
し
て

い
ま
す
。
小
説
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
は
、

ア
レ
ッ
ク
ス
・
ヘ
イ
リ
ー
の｢

ル
ー
ツ｣

で
す
。

◆
地
名｢

長
命
ヶ
丘｣

の
由
来
は
、
造

成
前
の
地
名
が｢

上
谷
刈
長
命
岫｣

で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の｢

長
命｣

は
、
中
世
時
代
の
豪
族

で
あ
っ
た
長
命
氏
に
由
来
し
て
い
ま
す
。

◆
春
の
山
は
動
植
物
の
生
気
に
満
ち
て

い
ま
す
。
暖
か
な
日
の
光
を
浴
び
て
草

木
は
芽
吹
き
、
鳥
獣
は
恋
に
余
念
が
あ

り
ま
せ
ん
。

◆｢

山
笑
う｣

は
、
俳
句
な
ど
で
は
春

の
季
語
と
し
て
使
わ
れ
る
言
葉
で
、
春

に
な
り
新
芽
が
出
て
花
が
咲
き
始
め
、

山
が
色
と
り
ど
り
に
変
わ
っ
て
来
た
時

の
様
子
を
現
し
て
い
ま
す
。

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
家
庭
の
庭
に
も
様
々

な
草
花
が
咲
き
、
隣
近
所
や
行
き
交
う

人
々
の
目
を
色
と
り
ど
り
の
華
や
か
さ

で
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

◆
今
回
、
ご
承
諾
を
得
て
高
橋
さ
ん
宅

の
お
庭
の
写
真
を
掲
載
し
ま
す
。
そ
れ

は
そ
れ
は
素
敵
な
お
庭
で
す
。
手
入
れ

は
さ
ぞ
か
し
大
変
だ
と
思
う
の
で
す
が
、

し
ば
し
立
ち
止
ま
っ
て
眺
め
て
し
ま
い

ま
し
た
。

写
真
上
ナ
ニ
ワ
イ
薔
薇
（2023/05/12

）

写
真
下
右
モ
ッ
コ
ウ
薔
薇
（2023/05/12

）

写
真
下
左
お
狸
さ
ん
（2023/05/12

）

ご
主
人
が
庭
好
き
で
、
様
々
な
花
を
取

り
寄
せ
、
震
災
前
か
ら
育
て
て
い
る
そ

う
で
す
。
花
の
あ
る
庭
は
良
い
で
す
ね
。
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◆
去
る
、
三
月
十
三
日
か
ら
五
月
六
日

迄
、
四
国
八
十
八
ヶ
寺
歩
き
お
遍
路
を

し
て
来
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
五
月
一

日
に
八
十
八
番
番
札
所
「
大
窪
寺
」
を

巡
拝
し
『
結
願
』
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。

◆
そ
の
後
、
一
番
札
所
「
霊
山
寺
」
及

び
高
野
山
「
奥
の
院
」
に
結
願
の
御
礼

と
報
告
を
行
い
、
五
月
六
日
に
仙
台
に

帰
っ
て
き
ま
し
た
。
約
二
ヶ
月
の
、
歩

い
て
行
っ
た
お
遍
路
で
し
た
。

◆
こ
の
間
、
み
な
さ
ん
宅
は
訪
問
で
き

ず
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
わ

び
の
代
わ
り
に
、
お
遍
路
の
様
子
を
ご

報
告
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

◆
お
遍
路
と
は
、
祈
願
の
目
的
で
、
四

国
の
弘
法
大
師
空
海
の
霊
場
八
十
八
箇

所
を
巡
り
歩
く
こ
と
を
い
い
ま
す
。

一
番
札
所
霊
山
寺
か
ら
最
後
の
大
窪
寺

迄
の
約
千
二
百
キ
ロ
間
に
点
在
す
る
八

十
八
札
所
を
巡
拝
し
ま
す
。
最
後
ま
で

ま
わ
る
と
「
結
願
」
と
い
い
ま
す
。
そ

の
後
、
一
番
札
所
又
は
高
野
山
奥
の
院

に
結
願
の
報
告
及
び
お
礼
を
す
る
「
お

礼
参
り
」
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
八
十

八
ケ
所
の
霊
場
は
人
間
の
煩
悩
の
数
か

ら
来
て
い
る
と
も
、
男42

歳
、
女3

3

歳
、
子
ど
も1

3

歳
と
い
う
厄
年
の
合

計
の
数
字
か
ら
来
て
い
る
と
も
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
菅
笠
に
書
か
れ
て
い
る

「
同
行
二
人
」
の
文
字
は
、
弘
法
大
師

と
二
人
旅
と
い
う
意
味
で
、
一
人
旅
で

も
心
の
支
え
に
な
る
よ
う
に
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。

◆
お
遍
路
の
や
り
方
に
は
、
、
一
度
に

八
十
八
ヶ
寺
全
部
を
巡
拝
す
る
「
通
し

打
ち
」
と
、
数
カ
所
ず
つ
数
年
掛
け
て

回
る
「
区
切
り
打
ち
」
が
あ
り
ま
す
。

私
は
、
一
番
札
所
か
ら
回
る
順
打
ち
の

通
し
打
ち
で
巡
拝
し
ま
し
た
。

◆
お
遍
路
の
人
数
は
、
正
確
な
デ
ー
タ

は
無
い
よ
う
で
す
が
、
年
間
、
約
二
十

万
人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
バ

ス
を
使
う
団
体
で
の
お
遍
路
が
五
十
か

ら
六
十
％
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
後
は
、

自
家
用
車
・
レ
ン
タ
カ
ー
が
三
十
か
ら

四
十
％
で
、
残
り
の
二
か
ら
五
％
が
歩

き
お
遍
路
で
す
。

◆
歩
き
お
遍
路
は
、
年
間
三
千
人
程
度

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昨
年
七
月
か
ら

の
統
計
で
、
私
は
九
七
八
人
目
で
し
た
。

こ
の
内
、
通
し
打
ち
の
人
数
は
、
そ
の

半
数
以
下
で
は
な
い
か
と
語
っ
て
い
ま

す
（
お
遍
路
交
流
セ
ン
タ
ー
職
員
）
。

歩
き
お
遍
路
は
、
魅
力
的
で
は
あ
り
ま

す
が
、
だ
い
ぶ
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
い

う
の
も
現
実
の
よ
う
で
す
。
歩
き
お
遍

路
の
所
要
日
数
は
、
五
十
日
前
後
と
言

わ
れ
、
私
は
五
十
日
掛
か
り
ま
し
た
。

一
番
札
所
霊
山
寺
の
御
朱
印

◆
三
月
十
四
日
（
二
日
目
）
十
番
札
所

切
幡
寺
か
ら
十
一
番
札
所
藤
井
寺
に
行

く
途
中
に
吉
野
川
堤
防
で
休
憩
し
て
い

る
時
の
写
真
で
す
。
右
奥
の
方
も
歩
き

お
遍
路
さ
ん
で
す
。

八
十
八
番
札
所
大
窪
寺
五
月
一
日
巡
拝

母
（
写
真
）
と
の
同
行
三
人
で
結
願

し
ま
し
た
。

八
十
八
番
札
所
大
窪
寺
御
朱
印

◆
歩
き
お
遍
路
は
、
日
数
が
多
く
、
そ

の
分
費
用
も
か
さ
み
、
一
番
贅
沢
な
お

遍
路
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

一
日
一
万
円
掛
か
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
実
際
、
そ
の
く
ら
い
は

必
要
で
し
た
。
八
十
八
ヶ

寺
を
巡
拝
す
る
だ
け
で
五

十
日
。
加
え
て､

一
番
札

所
霊
山
寺
と
高
野
山
奥
の

院
へ
の
お
礼
参
り
に
四
日

程
の
日
数
を
必
要
と
し
ま

す
。
更
に
往
復
の
交
通
費

や
装
備
も
必
要
に
な
り
ま

す
。
こ
れ
だ
け
の
時
間
と

お
金
を
掛
け
て
何
が
得
ら

れ
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
の

暮
ら
し
方
で
考
え
て
み
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
野
山
奥
の
院
御
朱
印

令
和
五
年
五
月
四
日
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私
ご
と
で
失
礼
し
ま
す


